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担 当 教 員 開講年次 選択必修 単位数 時間数 授業形態 実務経験 オフィス 
アワー 

教職員への 
授業公開 

教員全員（助教以上） ４年次

通 年
必 修 ３ ９０ 演 習 あり

巻末

掲載
否

授業概要 
（内容と進

め方）及び 
課題に対す

るﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
方法 

授業概要／研究演習Ⅰの学びを基に、各担当教員の指導を受けながら、取り組みたいテーマを明らかにし、研究計画書

を作成する。研究計画書の作成を通して、取り組みたい課題を探求し、研究的思考・態度を習得する。研究計画書は個

人またはグループで作成し、発表はグループ内で行う。

課題に対するフィードバック方法／提出されたレポートにコメントをつけて返却する。提出された課題について、全体

の総評コメントを掲示にて公開する

＊実務経験を持つ教員が授業を進める。

授業の 
位置づけ 

本学のディプロマ・ポリシー⑤「将来に向け看護を主体的に学び、看護の専門職としてのキャリアを伸ばせる能力を持

つことができる」の達成に寄与している。

到達目標 
（履修者が

到達すべき

目標） 

①取り組みたいテーマに関連する文献を検索し、収集することができる。

②収集した文献のクリティークを行い、自分の研究テーマを明らかにすることができる。

③研究テーマに沿って研究方法を検討し、研究計画書を作成することができる。

④研究における倫理的配慮について説明できる。

時間外学習

に必要な

内容・時間

第 回事前学習：取り組みたいテーマ、興味・関心のあるテーマについて考えておく。（ 分）

第 ～ 回事前学習：研究演習Ⅰの学習内容の復習を行う。（各 分）

第 ～ 回事前・事後学習：看護研究の教科書や、関連する書籍を読む。（各 分）

第 ・ 回事前学習：プレゼンテーションの準備を行う。（各 分）

※上記時間については、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習全体としては、

各授業に応じた時間（２単位１５回科目の場合：予習 復習４時間／ 回）（１単位１５回科目の場合：予習 復習 時間

／１回）（１単位８回科目の場合：予習 復習４時間／１回）を取るよう努めてください。詳しくは教員の指導に従っ

てください。

授業計画

第１回 オリエンテーション

第２～１０回 文献検索・収集、文献のクリティーク

第１１～２０回 研究テーマの検討、明確化

文献検討を通して、自分の研究テーマを明らかにする

第２１～３０回 研究方法の検討

研究デザイン、データ収集方法、倫理的配慮等

第３１～４３回 研究計画書の作成

第４４・４５回 研究計画書の発表（グループ）

教員全員

（助教以上）

それぞれグルー

プ毎に全ての回

を担当

評価方法 
評価基準 

研究演習の取り組み ％、研究発表 ％、研究計画書 ％

教科書

使用しない。

参考書等

適宜紹介する。

学生への 
助言等 

主体的な学習により、研究的思考を習得し、研究計画書を作成します。将来、専門職として研究活動を行う際の基礎を

習得できるよう、意識的に取り組んで下さい。
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